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高知県のアユ資源量の維持・増大に向けた取組支援事業 

 

１　目的 

高知県のアユの漁獲量は1990 年以前に1,000 トンを超えていたが、近年は 100トン前後の低い

水準で推移している（農林水産統計）。漁獲量減少の原因としては、河川環境の悪化、再生産力の低

下（親魚・産卵量の減少）などに加えて、近年の気候変動などが考えられる。 

このような中、県内の内水面漁業協同組合（以下、｢内水面漁協｣という。）は資源の維持・回復の

ための取組として、再生産量の確保に向けた産卵親魚の保護や産卵場の造成等に加え、近年の資源

動向に応じた禁漁期・禁漁区の設定等を積極的に実施している。これらの取組を効果的に進めるた

めには、各年の資源量を的確に把握し、その効果を検証することが重要である。 

そこで本事業では、資源量の維持・増大に向けた取組をより効果的に進めることを目的として、

産卵に関するデータ（産卵場所・期間・量）及び遡上に関するデータ（遡上時期・遡上量・遡上魚

の孵化日組成）を収集し、それらを整理・分析して内水面漁協に情報提供した。 

 

２　調査項目 

１．遡上魚調査 

２．流下仔魚調査 

３．遡上後の生息状況調査 

なお、上記のうち３については放流個体の生息状況調査と併せて実施したため、「四万十川上・中流

域におけるアユの生息状況調査」として、別途とりまとめた。 

 

 


